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令和３年度 第１回 北海道総合開発委員会 議事録 

日時：令和３年９月１日（水）１４：３０～１６：１５ 

場所：Ｗｅｂ会議（事務局：道庁本庁舎 ３階 テレビ会議室） 

 

○出席者 

（委 員）寳金委員長、串田副委員長、加藤委員、小林委員、佐藤(誠)委員、佐藤(太)委員、 

杉山委員、髙橋委員、武野委員、松家委員、森崎委員、山下委員、山本委員(計画部会長) 

１３名出席 

（北海道）鈴木知事、浦本副知事、濱坂総合政策部長、上田計画局長、川村計画推進課長 

 

（上田計画局長） 

それでは定刻になりましたので、ただ今から、令和３年度第１回北海道総合開発委員会を開会

いたします。本日の進行を務めます総合政策部計画局の上田でございます。どうぞよろしくお願

い申し上げます。 

本日の会議は、新型コロナウイルスの感染状況を踏まえまして、Ｗｅｂ形式により開催させて

いただいております。それでは、はじめに開会に当たりまして、鈴木知事からご挨拶を申し上げ

ます。 

 

（鈴木知事） 

北海道総合開発委員会の開会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 まず、寳金委員長をはじめ、委員の皆様には、たいへんお忙しい中、お時間をいただきまして、

ご出席いただいたことに心から感謝を申し上げます。また、日ごろから新型コロナウイルス感染

症の感染拡大防止への取組、現在、緊急事態宣言ということで、本日もオンライン会議というこ

とでご協力いただいていることにも、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。ありがとうご

ざいます。 

本年２月に本委員会に諮問させていただきました「総合計画の見直し」についてでございます

が、委員の皆様には、非常にお忙しい中、本委員会、そして計画部会におきまして、様々な大変

貴重なご意見をいただいたところでございます。これまでの皆様の真摯なご議論に対しまして、

心から感謝を申し上げます。 

今、私たちは、人口減少や高齢化が急速に進展する中で、最重要課題であります新型コロナウ

イルス感染症への対応はもちろんのことといたしまして、気候変動の影響による集中豪雨など、

災害に対する脆弱性の克服、さらには、デジタル化、脱炭素化といった社会変革の動きにも、し

っかり対応していくこと、こういうことが求められているところでございます。 

こうした中、食や観光など世界に誇る北海道の価値を更に磨き上げますとともに、広域分散の

地域構造といった、これまでハンディと見なされてきた本道の特性を、コロナ禍を契機として、

新たな価値に変えていく、こういったことなど、将来にわたって、誰もが安全で安心して心豊か

に住み続けることができる地域社会の実現に向けて、北海道の総力を結集し、様々な取組に挑戦

をしていかなければならないと考えております。このたび見直す総合計画は、その「道しるべ」

となるものでございます。委員の皆様には、会議におきまして、忌憚のないご意見、ご提言をお

願い申し上げます。 

最後になりますけれども、このたび見直す総合計画のもとで、「輝きつづける北海道」の実現

に向けた歩みを加速するべく、委員の皆様、そして道民の皆様と一体となって取組を進めてまい

りたいと考えておりますので、改めて皆様のご理解とご協力を心からお願い申し上げます。 

 

（上田計画局長） 

 大変恐縮でございます。鈴木知事はこの後、別の用務がございますので、ここで退席させてい

ただきます。 
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（知事退席） 

 

（上田計画局長） 

 本日の会議の出席状況についてでございますけれども、委員定数１４名のうち、過半数を超え

る１３名が出席いただいておりますので、北海道総合開発委員会条例施行規則第４条第１項に基

づきまして、本委員会が成立していることをご報告申し上げます。 

 続きまして、新任の委員をご紹介させていただきたいと思います。長瀬清様の退任に伴いまし

て、新たに、北海道医師会会長の松家治道様にご就任をいただきました。松家様、一言ご挨拶を

頂戴できればと存じます。 

 

（松家委員） 

 ８月１日から北海道医師会会長を拝命させていただきました松家と申します。この会議は初め

てですので、じっくり拝聴させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

（上田計画局長） 

 松家様、ありがとうございます。 

本日の会議でございますけれども、報道関係者を含めまして、公開での開催とさせていただい

ております。また、議事録につきましては、後日、道庁ホームページで、発言者のお名前入りで

公開をさせていただきます。 

 次に、本日の会議資料につきましては、事前にお送りしておりますけれども、会議次第、出席

者名簿の他に、次第の下に記載しております資料１から５、参考資料１から５とそれぞれなって

おりますので、適宜ご参照いただければと存じます。 

途中で音声が聞こえなくなったなど、通信環境にトラブルが生じた場合には、挙手にてご発言

いただくなどして、お知らせいただければと存じます。トラブルの状況によりましては、事務局

の判断によりまして、一時会議の進行を中断させていただく場合がございますので、ご承知おき

いただければと存じます。また、本日、佐藤太紀委員は、ご都合によりまして途中退席されると

いうふうに伺っておりますので、あらかじめ皆様にもお知らせさせていただきたいと思います。 

それでは、ここからの進行は、寳金委員長にお願いさせていただきたいと思います。寳金委員

長、よろしくお願いいたします。 

 

（寳金委員長） 

 ありがとうございます。それでは、よろしくお願いいたします。今日は、所要時間といたしま

して約２時間、従って１６時３０分までを予定しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 本日の審議事項は、次第にございますように３つございます。議題(１)「北海道総合計画

【2021 改訂版・案】について」、議題(２)「北海道総合計画の推進状況について」、議題(３)

「その他」の３点です。よろしくお願いいたします。 

 それではまず議事の一番目、「北海道総合計画【2021 改訂版・案】」に関して、事務局の方か

ら説明をお願いいたします。 

 

議題(１)「北海道総合計画【2021改訂版・案】について」 

（事務局・川村計画推進課長） 

事務局の計画推進課長の川村です。よろしくお願いいたします。 

はじめに、資料１「北海道総合計画の見直しについて」、こちらをご覧願います。こちらは、

これまでの検討経過を整理したものであります。「１．経過」でございますが、本年２月の総合

開発委員会においてご議論いただきました、「総合計画の見直しの方向性」につきまして、３月

に道として決定した後、企業・団体・ＮＰＯへの意向調査、道民意向調査を実施するとともに、

計画部会での２回の議論を経て、６月に素案を取りまとめたところでございます。その後、素案
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の内容につきまして、市町村意見照会、パブリックコメントを実施いたしますとともに、計画部

会でのご議論を重ねていただき、本日、先に開催されました第４回計画部会においてご了承いた

だきまして、総合計画の改訂案をお示しさせていただいているところでございます。これまでに

実施いたしました意向調査等の結果につきましては、参考資料１から５として添付してございま

すが、本日はその概要について、簡潔にご説明いたします。 

参考資料３「道民意向調査、企業・団体・ＮＰＯ意向調査の結果」をご覧願います。左側が道

民調査の結果、右側が企業等の調査結果となっておりまして、有効回答率は道民が５２．８％、

企業等が４０．６％となってございます。 

設問といたしましては、７つの将来像の実現に向けて力を入れるべき施策や中期的な推進方向

における今後推進すべき項目のほか、新型コロナによる生活や働き方への影響についてお聞きし

たところです。 

回答の傾向といたしましては、共通の設問については、道民・企業等の皆様ともに同じ回答を

選択しているケースがかなり多く見られたところでありまして、めざす方向性につきましては、

企業も道民の皆様も同じ方向を見ていることが判明したところです。 

続きまして、参考資料４「市町村意向調査結果一覧」をご覧願います。こちらは道内全市町村

を対象に意見照会を行った結果でございまして、７つの市と町から１０の意見を頂戴いたしまし

た。主な内容といたしましては、文言の修正、あるいは指標の数値の修正などを中心にご意見を

いただいたところでございます。 

参考資料５「北海道総合計画【2021 改訂版】（素案）についての意見募集結果」、こちらをご

覧願います。こちらはいわゆるパブリックコメントでございまして、３人・２団体から計画全般

にわたって合計２１件のご意見をいただいたところでございまして、そのうち７つの意見を踏ま

え、計画の一部を修正してございます。調査結果等の概要につきましては以上でございますが、

詳細については後ほどご参照をお願いいたします。 

それでは次に、改訂案の内容につきまして、資料２「北海道総合計画【2021 改訂版・案】」に

よりまして、主な改正点をご説明させていただきます。 

まず、第１章「総合計画の考え方」についてでございますが、４ページをご覧願います。中段

にあります「＜持続可能な開発目標(ＳＤＧｓ)の達成に向けた施策の推進＞」でございますが、

この度の改訂に当たりまして、ＳＤＧｓの理念と合致する政策を推進していくことを明記します

とともに、新たな指標として、「ＳＤＧｓの達成に向けて取組を推進している自治体割合」を追

加したところでございます。 

次に９ページ、第２章「北海道のめざす姿」でございますが、こちらでは、本道を取り巻く社

会経済情勢の変化をまとめてございます。新たな項目としまして、１４ページにありますが、

「未来技術の活用」といたしまして、デジタル化の推進について追記しますとともに、１８ペー

ジにおきましては、「新型コロナウイルス感染症の影響による社会の変化」を新たに記述したと

ころでございます。 

２１ページ以降につきましては、総合計画のめざす姿と７つの将来像を記述してございます。

「輝きつづける北海道」というめざす姿は、四半世紀先を見据えた将来展望でございまして、新

型コロナによって揺らぐものではない、という考え方の下、このパートについては基本的には変

更しておりません。 

３３ページ、第３章「中期的な推進方向」についてでございます。こちらについては、今回新

たな章として追加したものとなります。新型コロナの感染拡大が道民の生活や経済などに大きな

影響を及ぼしたこと、またその一方で、北海道のハンディとされていた広域分散型の地域特性が

「密」を避けるという点から新たな価値として再認識されていること、更に、脱炭素化やデジタ

ル・トランスフォーメーションといった社会変革の動きに的確に対応するため、今後の政策展開

を図る上で重視すべき視点としまして、「危機に対する強靱な社会を構築」、「北海道の真価の

発揮」、「社会の変革への挑戦」の３つを掲げております。 

３７ページ、第４章「政策展開の基本方向」では、その３つの視点に基づいて、政策の柱や方

向性をまとめてございます。３７ページ及び３８ページで全体の体系を示しまして、３９ページ
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以降に詳細を記載しております。４０ページの下段をご覧願いたいと思いますが、今回の見直し

では、政策の柱ごとに、関係するＳＤＧｓのゴールを明記することとしております。 

次に主要な政策につきまして、ご説明いたします。 

４５ページ、「（４）環境負荷を最小限に抑えた持続可能な社会の構築」をご覧願います。

「ゼロカーボン北海道」の実現に向けまして、「多様な主体の協働による社会システムの脱炭素

化」、「森林等の二酸化炭素吸収源の確保」といった政策を推進していくことなどを明記いたし

ました。 

次に５１ページ、「（７）強靱な北海道づくりとバックアップ機能の発揮」をご覧願います。

北海道の強靱化に関して、先の胆振東部地震の教訓を踏まえ、一番下の○としまして、「災害時

におけるエネルギーの確保のため、電力基盤整備の推進とともに、国や電力・石油供給事業者等

との連携の強化」を追加しております。 

また、５２ページでは、「感染症に強い強靱な社会の構築」としまして、「検査体制や医療提

供体制の強化、保健所機能の再構築」、「テレワークの導入、遠隔医療、オンライン学習の推進」

などを図っていくことを明記しました。 

５３ページ、「（１）農林水産業の持続的な成長」をご覧願います。一次産業のデジタル化の

流れを踏まえまして、スマート農業の加速化、ＩＣＴを利用した漁場の効果的管理や林業イノベ

ーションの推進を追記したほか、脱炭素や食の安全・安心の観点から、クリーン農業・有機農業

の推進を図ることとしております。 

６３ページ、「（６）道民をはじめ国内、そして世界中から愛される『観光立国北海道』の実

現」をご覧願います。「観光立国北海道の再構築」といたしまして、「感染症対策などに配慮し

た受入体制の確立」、「道民からも愛される観光地づくりを推進」するとともに、６４ページに

ありますように、「アドベンチャートラベル・ワールドサミット・バーチャル北海道／日本」の

開催を契機としまして、体験型観光やワーケーション等の滞在型観光の推進を図ることとしまし

た。 

６７ページ、「（１）協働によるまちづくりの推進や地域コミュニティの再構築」をご覧願い

ます。６８ページにありますように、北海道のポテンシャルを活かした移住・交流の促進といた

しまして、「関係人口の創出・拡大」、「幅広い年代層に対する移住・定住の促進」などの取組

を進めることとしました。 

７３ページ、「（４）ふるさとの歴史・文化の発信の継承」をご覧願います。先の７月に決定

いたしました北海道・北東北の縄文遺跡群の世界遺産登録の効果を地域の賑わいの創出につなげ

る取組を推進することを明記いたしました。 

７９ページ、「（７）持続可能な社会・経済を支える社会資本の整備」をご覧願います。総合

的な交通ネットワークの形成に向けまして、８０ページの一番下の○にありますように、交通イ

ンフラ整備と自動運転やＭａａＳとの連動のほか、運輸連合に向けた検討を進めることを明記し

ております。 

また８１ページでは、「地域の可能性を広げるデジタル・トランスフォーメーションの推進」 

としまして、一つ目の○にありますように、「医療、教育、防災や産業など様々な分野における

デジタル化の推進」を図るとともに、二つ目の○にありますように、「デジタル技術を理解し、

利活用できる人材や専門的で質の高いデジタル人材の育成・確保」などを図っていくこととしま

した。 

８３ページ、第５章「地域づくりの基本方向」では、総合計画が掲げる６つの連携地域であり

ます道央・道南・道北・オホーツク・十勝・釧路根室における「地域づくりの方向」と、連携地

域を構成します１４振興局地域の「重点的な施策の方向」について、デジタル化や脱炭素化の流

れを踏まえた今後の方向性を記載しております。 

９３ページ、第６章「計画の推進」についてでございますが、９６ページにございます図をご

覧願います。総合計画は、道の政策の基本的な方向を総合的に示すものでありますので、個別具

体的な施策・事業につきましては、別に策定する計画に委ねることとしてございまして、中でも、

特に重点的・分野横断的に推進する計画を「重点戦略計画」に位置づけてございます。「重点戦
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略計画」には、これまで「北海道創生総合戦略」及び「北海道強靱化計画」を位置づけていたと

ころでございますが、今回、デジタル化とゼロカーボン北海道の実現に向けまして、「北海道

Society5.0 推進計画」及び「北海道地球温暖化対策推進計画」を新たに位置づけることとしたと

ころでございます。案の説明につきましては、以上でございます。 

それでは資料１の方にお戻りいただきたいと思います。下段にございます「３．今後の予定」

でございますが、ただいま御説明申し上げました総合計画の改訂案の内容につきまして、委員会

のご了承をいただけましたら、知事に答申いただいた後、１０月を目途に、総合計画の改訂を決

定してまいる考えでございます。説明は以上です。 

 

（寳金委員長） 

 はい、ありがとうございます。続きまして、山本計画部会長の方から、計画部会におけますこ

れまでの審議経過につきまして、ご報告をお願いいたします。 

 

（山本委員（計画部会長）） 

私から、計画部会における審議の経過につきまして、ご報告させていただきます。 

資料１にあるとおりでございまして、本年５月から本日までの間に、部会を４回開催いたしま

した。新型コロナウイルス感染症が道民の皆様の生活や経済にいろいろな影響を及ぼしていまし

て、それを改めて確認した上で、道が今後展開すべき政策の基本方向につきまして、議論を重ね

てきたところでございます。 

先ほど道から説明のあった 資料２の計画案は、部会の委員から出された意見を概ね反映した形

で取りまとめられたものであると捉えております。部会において特に議論、実際の部会の中で議

論になった点と、それに対する対応について、報告とご意見を申し上げさせていただきます。 

まず、計画案の６４ページの観光政策に関しまして、一つ議論がございました。「ＩＲコンセ

プトの構築について検討を進める」とする事務局案がありまして、これについて、委員の間で賛

否が分かれたということがございました。 

事務局案への反対の理由としては、「道民の間で賛否の分かれるものを総合計画に掲載すべき

ではない」というものでございました。賛成、事務局案でよろしいとした理由としては、ＩＲの

是非の問題ではなく、「検討を進める」こと自体は問題がないのではないか、という意見でござ

いました。実際に、議論の場で皆様にご意見を伺ったところ、賛成が多数ということですから、

それを除きましてご意見を反映いたしまして、ＩＲについては事務局案を一部修正しまして、最

終的に、６４ページにありますように、以下のような表現になったところでございます。「感染

症対策や施設機能、効果、懸念される社会的影響への対策等を示した北海道らしいＩＲコンセプ

トを構築するなど、新たなインバウンド等の取込方策の一つとして検討を進める」との表現にし

たところでございます。そういった案で、今回ご提示させていただいております。 

また、全体の話ですけれども、計画全体を通しまして、総合計画のめざす姿の実現には、道民

の理解と協力が不可欠であるということから、計画自体をわかりやすいものにするとともに、計

画の内容を道民にわかりやすく伝える工夫が必要であるといったご意見がございました。 

また、総合計画というのは言うなれば道民へのメッセージであり、メッセージ性を高めるとい

うことが重要である。そういった趣旨のご意見を部会の中の議論でたくさんいただきました。本

日の案は、こういった部会の意見を反映させていただきまして、挿絵を入れるとか、また、巻末

の用語解説を充実させるなど、いろいろな工夫を施しているところでございます。さらに、計画

部会として、この度の総合計画の見直しに込めた思いというものがありまして、これをメッセー

ジの形にして、本日、資料３として添付させていただいておりますので、ご確認いただければと

思います。 

このメッセージの概要でございますけれども、総合計画を 未来への“かけ橋”のグランドデザ

インに見立てまして、私たち道民は、そこに“かけ橋”を築きながら、対岸の「輝きつづける北

海道」に向かって歩みを進めていた。そういう全体の構造になっております。 

ところが今、新型コロナウイルス感染症という「激流」が来ておりまして、輝きつづける明る
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い未来への到達が危ぶまれるという事態にあるということでございます。それで、今回、計画を

見直して「強靱な社会の構築」、「真価の発揮」、「変革への挑戦」という３本の「支柱」を足

しまして、“かけ橋”を補強する設計図を書いた、という構造になってございます。それがメッ

セージでございます。 

その上で、“かけ橋”の完成は、行政のみではなし得ないわけでございまして、企業や団体、

それから道民の皆様の知恵と力の結集が不可欠であることから、全ての道民が連携・協働して、

未来への“かけ橋”を築いていきましょう、とそういったかたちで締めくくるメッセージとなっ

ております。これは部会からの提案でございますけれども、もし委員会としてご了承いただける

のでありましたら、ぜひ、委員長から知事にこのメッセージをお渡しするように取り計らってい

ただきたいと考えているところでございます。 

それから最後に、この委員会でもそうですし、部会でもそうですが、総合計画を絵に描いた餅

にしないということが大事でございまして、そのためには、総合計画の内容について、道民の理

解を深めていただくことが不可欠でございます。北海道におきましては、今回の見直しの内容に

つきまして、多くの方々に広く周知していただきますよう、お願いしたいと考えております。 

私からは部会の審議経過と報告の内容についてご説明させていただきました。以上でございま

す。 

 

（寳金委員長） 

 ありがとうございます。山本部会長、髙橋副部会長をはじめまして、計画部会の皆様、本当に

ご多忙の中、またこのコロナ禍の中で、非常に熱心に、４回にわたりましてご審議いただきまし

て本当にありがとうございます。 

 それでは、今回がまとめとなります総合計画の見直し（案）に関する議論としては、今回が最

後となりますので、是非皆様からご意見をいただきたいと存じます。時間の都合もございますの

で、目途ですけれども、お一人３分ぐらいという形で意見をいただきたいと思います。私の手元

にある出席者名簿に従ってご指名しますので、どうか一言、二言、ご意見をよろしくお願いいた

します。それでは、加藤敏彦委員、よろしくお願いいたします。 

 

（加藤委員） 

 まず非常にこの短い間に見直し案を作成していただいた計画部会の各委員の皆様方と、事務局

に改めて敬意を表します。 

私の方から若干希望を述べさせていただきたいと思います。まず１点目ですけれども、この計

画というのは、２０１６年から２０２５年までの１０年間を基本として、今現在、残り４年半と

いうふうになっております。折り返しを過ぎたところでございますけれども、この時期において、

見直しを行ったということが、さらにその次の１０年間、次の１０年を見据えた計画における出

発点、もしくはこの考え方を基に持ってスタートしていくということになっていただきたいとい

うことを、まずは希望として述べさせていただきたいと思います。 

 というのは、次の１０年というのはいわゆる２０３５年を問題とする団塊の世代が後期高齢者

に突入し、他の世代を含め、総人口の３分の１が高齢者になるという、超高齢化社会に向かって

いく１０年であります。この１０年に向かって、今から準備をして、そしてその１０年後が「輝

く北海道」であるために、今の計画の見直しをしながら、次の計画につなげていっていただきた

い。そういった意味で、この計画が非常に意義のあることではないかなと考えております。 

 私としては、福祉の観点から１点申し上げたいと思います。ひとつは第４章の政策展開の基本

方向で記載しております大項目の「生活・安心」の分野についてであります。参考資料の道民意

向調査を見ていきますと、コロナ禍の影響もあったかと思いますが、安心の医療・介護体制に力

を入れるべきと答えた方が非常に多かったというのがわかります。特にその内訳を見ていきます

と、若い年代１８歳から２９歳の年代と、７０歳以上の人が同じように高い割合を示したという

ことに、私としては非常に興味を示したところであります。 

 これは若い世代に取って、今後の人口減少と超高齢化社会における、その時代においては医療



 7 / 20 

 

介護への期待、現在における不安、そういったものの現れがこの数字に出たのではないかなとい

うふうに考えております。従いましてこの政策の方向性として示されている計画を推進していく

ためには、先ほど計画部会長の方からもいろいろなお話がありましたけれども、私としては一つ

この実行のために、ある意味キーワードとして、「合意」というキーワードが必要ではないかな

というふうに考えております。それは若い人と高齢者、働く世代と年金受給世代、都市部の人と

過疎地域の人、いわゆるこの人口減少と超高齢化社会において、対立が予想されるような人たち、

もしくは地域、こういったところに対してどのように政策を動かしていくか、限られた資源を有

効に分配していくためには、高齢者のため、子育て世代のため、都市部のため、過疎地域のため

というような、二者択一的な選択ではなく、やはりある意味、皆さんが合理的、そして客観的な

説明により、多くの方が納得できる、そういうような政策、合意の政策を進めていただきたいと、

このように考えております。 

 最後になりますけれども、若干細かい話しで申し訳ないですけれども、コロナ禍の影響で昨年

から１年間にかけて、福祉サービスの提供主体というのが、過疎地域において著しく減少してい

きております。計画案の中で、４１ページのところで、遠隔医療による支援というような言葉が

記載されておりますけれども、医療・福祉サービスの提供は、最後は人でございます。この人を

どのように手当して、過疎地域における医療・介護をきちんと行っていくか、この２０３５年に

向けての今からの議論、今からの考え方の構築を始めていただければなというふうに希望してお

ります。以上です。 

 

（寳金委員長） 

 はい、加藤委員、大変素晴らしいご意見ありがとうございます。また最後に少しディスカッシ

ョンしたいと思います。続きまして串田雅樹委員、お願いいたします。 

 

（串田副委員長） 

 串田です。よろしくお願いいたします。 

今回の総合計画案については２０２５年に向けた内容ということですが、短い期間の中でこの

ような形にまとめていただき、大変ありがとうございます。 

原案については概ね了承と、私も考えております。その中で、今、加藤委員もおっしゃった２

０２５年以降につなげた話として、私からも１点、今後に向けた取り組みについて述べさせてい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 私は、ＪＡグループ北海道の代表としてこの委員会に参加させていただいております。皆様も

ご存知のとおり、北海道の役割、食糧基地としての役割を担っているという自負を持っている中

で、現在、組合員の方も一生懸命、農畜産物の生産に当たっていただいております。その中で、

これまで１０年スパンで考えられていたものが３年のスパンで世の中が動き出しており、世の中

の動向が非常に進んでいるということで、１点、物流に関し意見を申し上げたいと思います。 

先ほど申し上げましたとおり、食糧基地として、今現在も今後におきましても日本国民の皆さ

んに対しまして、食糧の供給ということをしっかり責任を持って取り組んでまいりたいと思って

おりますが、今現在、北海道新幹線の方も延伸が決定し、札幌まで工事が始まっております。イ

ンフラ整備に関して、新幹線の整備に対しては、非常に私どもも期待をしているわけですが、今

現在、非常に多くの北海道の畜産物、農産物が概ねＪＲ貨物によって在来線を使い、大消費地で

あります本州方面に送られており、今後新幹線が整備されるに伴い、在来線の存続ということが

農業者にとっては非常に懸念しているところでございます。特に長万部、五稜郭の間につきまし

ては、北海道における物流の大動脈ということで、新幹線の開業によってこの在来線が断絶して

しまうことによる貨物の方の動きを非常に懸念しております。現在、道路的にはトラック物流も

ありますが、今後のドライバー不足というのは既に懸念されているところであり、輸送量的には

トラックに変えられないということがデータ的にはあるわけであります。 

今後に向けましては、ＪＲの問題だけでもなく、生産者、私たちだけの問題でもないというこ

とで、北海道の役割としてこのような物流問題に対し最大限の課題として取り組んでいただいた
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中で、インフラ整備、そして観光など様々な分野での北海道の今後の未来について総合的に判断

をして進めていかなければいけないと考えます。 

改めて、今回の総合計画案に対しては、概ね了承ですが、物流に対しましても今まで以上の取

り組みをぜひ、道としても取り組んでいただくような行動のもと計画を進めていただきたく、私

からは物流に関し、１点意見として、今後を期待しながら発言させていただきました。以上です。 

 

（寳金委員長） 

 串田委員、ありがとうございます。これも、別の視点から大変貴重な御意見だったと思います。

続きまして、小林良輔委員、お願いいたします。 

 

（小林委員） 

 北海道経済連合会の小林でございます。私の方からは、経済界の観点から発言させていただき

たいと思います。 

まず、北海道はご案内のとおり、新型コロナウイルスの感染拡大が国内の他の地域よりも１ヶ

月早く始まり、その影響がもっとも長期化している地域であります。これまで道内経済を牽引し

てきた観光と食を中心に幅広い業種で、かつて経験したことのない影響を受け、未だその出口が

見えない状況にあります。現在、国及び北海道、あるいは地方自治体による様々な経済支援策が

実施されており、早期の経済回復や事業の継続、あるいは雇用継続に向けた切れ目のない対策に

期待しているところであります。 

 また、北海道は人口減少・少子高齢化、全国より１０年も早いスピードで進展し、労働力、後

継者不足の一層の深刻化や、それに伴っての経済の大幅な縮小といった課題を抱えております。

道内経済を持続的に発展につなげていくためには、道外・海外に向けて「稼ぐ力」を高めること

を目指した取組が不可欠でございます。コロナ禍によって北海道の食と観光の強み、魅力が失わ

れた訳ではなく、今後も北海道を強く牽引する産業に変わりがないものと考えております。引き

続き、世界があこがれる観光立国北海道の推進や、国の食糧供給基地としての役割を担い、食の

移輸出拡大に取り組んでいかなければなりませんし、食の供給を支える道内の物流網の維持です

とか、道外への物流コストの削減、あるいは効率化に取り組んでいかなければならないと考えて

おります。 

 更にコロナ禍で顕在化した密から疎、東京一極集中の是正の動きが活発化するとともに、新た

な日常への変容やデジタル化への加速、ゼロカーボン北海道といった脱炭素への挑戦など、大き

な社会変化の動きも急となってきております。こうした情勢変化によって自然豊かで開放的な恵

まれた疎を持ち、再生エネルギーの賦存量が豊富な北海道には、企業や人、あるいは事業を呼び

込む絶好な機会が訪れております。既に活発に動いている国内他地域との競争に打ち勝ち、北海

道を選択してもらえるよう、地域の魅力づくりや、実効性のあるＰＲを早急に、かつ強力に推し

進めていかなければならないと考えております。 

 加えまして、道内の経済、産業活動を支え、産業からの復旧・復興面でも重要な役割を持ちな

がら、他地域に比べ、見劣りする社会資本整備・強靱化についても計画的に進めていく必要があ

ります。 

現在、北海道総合計画改訂版を策定しているところですが、今後は、オール北海道でこの計画

を確実に推進していくことで、北海道の「稼ぐ力」をより一層高め、北海道の諸課題を克服し、

持続的発展につなげていくことが肝要かと思います。この計画の達成により、北海道の未来、社

会に明るく輝き続けるよう経済界としても、従来に増して、尽力してまいりたいと思います。以

上でございます。 

 

（寳金委員長） 

 小林委員、ありがとうございました。続きまして佐藤誠之委員、お願いいたします。 
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（佐藤（誠）委員） 

 北海道観光振興機構の佐藤です。 

北海道総合計画【2021 改訂版・案】の６３ページと６６ページに北海道の観光につきまして記

述がございます。当機構は本年６月に、観光庁の事業で２０２０年度における北海道内の総観光

消費額の調査を実施いたしました。マスコミにも取り上げていただきましたのでご記憶にある方

もいらっしゃるかもしれませんが、２０２０年度の道内観光消費額の総額は、４，３５４億円で

前年比２８．７％です。前年の２０１９年度は１兆５，１５９億円ということで、１兆円余り減

少し、また、経済波及効果、これは前年が２兆１，９１０億円でした。２０２０年度は、６，３

６４億円ということで、１兆５，５００億円減少しております。いかに北海道経済、地域経済に

打撃があったかということでございます。 

私はこの委員会の計画部会の委員も拝命いたしました。改めて、北海道における観光の重要性

を認識いたしました。北海道観光振興機構という北海道の観光のお手伝いする組織に身を置いて

おりますので、個人的には観光産業に４０数年身を置き、観光というものは裾野が広く、影響が

大きい、北海道においてはリーディング産業だと自分に言い聞かせてまいりましたが、改めてこ

のコロナでそれを痛感した次第であります。今後も、北海道の観光のために少しでもお手伝いで

きればと思っております。 

また、山本計画部会長がおっしゃっておりました「未来への“かけ橋”に寄せて」という前文

が資料３としてご提示されていますが、これを拝読したときに、すごく温かいものを感じました。

こういう「総合計画」というものになると、血が通わないとは言いませんが、なかなか読みにく

いものが多いときに、こういう「未来への“かけ橋”に寄せて」という文があるとたいへんいい

なと思いましたので、感想を述べさせていただきました。以上でございます。 

 

（寳金委員長） 

 ありがとうございます。では、佐藤太紀委員、お願いします。 

 

（佐藤（太）委員） 

 まず、コロナ禍にありまして、これまでの「食と観光」というものに加え、「グリーン」と

「デジタル」という２つのキーワードを早速、迅速に的確に取り入れられています。更に非常に

わかりやすく、具体的に表現されていると思います。大変なご苦労があったと敬意を表するとと

もに、特にこの段で手を加えていただく必要はないことを意見として述べさせていただきます。 

ただ、これからは「実行」ということになると思うのですけれども、そこでは次のことに留意

していかなければならないと思います。先ほどお話もありました「東京一極集中からの分散」と

いうものと同じように、道内においては「札幌一極集中からの分散」というものもぜひ期待した

いと考えているところです。地方においてはやはり目に見える人の数というところに左右されが

ちなところもあります。人口の大小ではなく「生産空間」という考え方、「地方が持ちうる重要

な機能の充実を目指す」という視点を失うことなく実行することが不可欠です。観光にしても食

にしてもグリーンにしてもそうです。ぜひこれを念頭に置きながら、この計画を進めていただき

たいと思います。 

最後に振興局についてです。やはり「地方の声を道庁政策にしっかりと結びつける」というの

は地方の実態を把握されている振興局、また総合振興局です。この計画にも「地方自治体や企業

との連携」ということはしっかりと謳われていますけれども、そこを地域の実態と乖離したり、

間違えたりしないようにしっかりと充実していただきたい。道全体で稼ぐ力というのはもちろん

今後も欠かせない重要なポイントですが、今後は世界のトレンドとしてはおそらく行き過ぎた市

場経済からの振り戻しがややしばらく続くのではないかと予測する研究や報道もあります。また、

ある意味では期待しているところでもございまして、今回の総合計画は、そういう意味において

も、時代の先を取っていたのかなと思います。いわゆる公の機能の充実という点でなすべきこと

がしっかりと書かれているということでも、私も一道民としても、委員としても、この計画に従

って実行していきたいと思っております。以上でございます。 
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（寳金委員長） 

 ありがとうございました。続きまして、杉山元委員、お願いいたします。 

 

（杉山委員） 

 連合北海道の杉山です。まず、今回お示しいただいた総合計画の改訂版では、リファイン（改

訂・改良）にあたり、道民をはじめ、企業、自治体などから様々なご意見をいただくなど丁寧な

対応の中で取りまとめられ、よくまとまっているなと思います。この間の計画部会、事務局の皆

様のご尽力に感謝を申し上げます。 

あとは「めざす姿」であります「輝きつづける北海道」の実現に向け、産学官金などが連携を

し、取り組んでいただくとともに、毎年度、ＰＤＣＡサイクルをまわしながらの対応はもとより、

先ほど局長も述べられましたように、道民への発信と理解と協力に向けた対応も重要と認識する

ところであります。その上で、報告を交えて２点ほど述べさせていただきます。 

 連合北海道としては、北海道生協連さんなどと連携し、「ほっかいどう若者応援プロジェクト」

を創設し、一人暮らしの学生を対象に、食料品などの支援をさせていただいております。この取

組では、北海道・札幌市からの後援をはじめ、支援を行う大学のある自治体の皆様からも後援を

いただいているところであります。２月から始めたこの取組も、７月末までに１９大学２４キャ

ンパスにおいて、約８，３００名に提供をさせていただき、１１月以降も支援を計画していると

ころであります。 

この取組は、新型コロナウイルスの影響によりアルバイト収入が減少し、生活や修学が困窮し

ている大学生の支援はもとより、この取組から北海道への好感につながり、若者が地元や道内企

業への定着、更には関係人口につながるなど、地方創生への貢献の思いなどからも取り組んでい

るところでございます。その意味からも、道内の大学・高専に学ぶ高度人材が地元企業に正規雇

用により就職するよう、道として奨学金返還支援制度の創設により、「北海道若者活躍プロジェ

クト」の道内就職優遇制度の改善に結びつける取組のご検討をお願いするところであります。 

 もう一点が、カーボンニュートラルの関係であります。この取組については、政府として２０

５０年、温室効果ガスゼロ宣言をし、２０３０年には４６％削減という目標のもと、道としても

「ゼロカーボン北海道」の実現に向け、環境と経済・社会が連携し、イノベーションなどを取り

入れ、計画・実現していくことは良いことだと思います。 

 一方、我々働く者の立場として留意していただく点は、雇用も含めた、社会的影響を考慮した

「公正な移行」の視点も重要であるという点も認識していただきながら、計画の推進をお願いす

るところであります。以上申し上げて、私からの意見とさせていただきます。 

 

（寳金委員長） 

 杉山委員、ありがとうございます。続きまして髙橋清委員、お願いいたします。 

 

（髙橋委員） 

 北見工業大学の髙橋でございます。今回は山本部会長のもと、副会長として計画部会でいろい

ろと議論させていただきました。大変私も勉強になりましたし、今後の北海道を考える上で貴重

な時間をいただいたというふうに思います。今回は、この計画の推進にあたって留意すべき点と

いう形でいくつかお話させていただきたいと思います。 

 先ほど、どなたか委員のお話がありましたとおり、残りの期間があと４年半という形で、この

短い間、どういう形で、実際、実行できるのかということを少し考えながら、部会に参加させて

いただきました。その時の軸としては、やはり、危機に対する強靱化も含めて、今すぐに実施す

べき政策もありますし、一方、観光や食といったような形で、変わらないもの、更に磨きをかけ

るもの、また、デジタル・トランスフォーメンション含めて、すぐ、やらなければいけないとい

うかたちのものもございますし、かといって、人材育成のように、なかなか成果の出てこない、

じっくりと時間をかけてやるものというようなかたちの軸があるのではないかなと考えてござい
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ます。どちらにしても、残りの４年、更には、次の１０年も考えた時に、時間軸を考えながら、

この計画、政策を進めていくということが重要であろうというのが第１点でございます。 

 ２点目は、それぞれの政策を実施するにあたっての目標値の達成ということでございます。目

標値は確かに量的に示すものとしては良いと思いますけれども、今回の新型コロナに関していく

と、やはり、質的なもの、心の豊かさも含めて、そういうものに対する人々の気持ちが集中して

いるのではないかなと思います。そういうことを考えますと、やはり、指標の達成というのは一

側面を示しているものであって、計画を実施するにあたっては、質的な要素も含めてしっかり検

討していく必要があるのかなと思います。 

 このような計画の集合体が総合計画と私は考えてございますので、それを統合化しながら実施

していくというところが、今後の大きな課題だろうと思います。こういう複数の計画を実行する

にあたっては、やはり、競争とか協調とか連帯とか合意というようなこともございましたけれど

も、そういうキーワードが重要だろうと思いますし、特に、地方において、これを実施するとい

うのが特に重要だと私は考えております。 

特に、第５章の地域の計画の進め方、これをもう少し深掘りしながらですね、地域ごとにおけ

る特徴を踏まえた形で実施していくということが大事だと思います。とは言いながら、今回、総

合計画を改訂するにあたりまして、目標は、「北海道のライフスタイルの提示」ということだと

思います。これは個人だけではなくて、企業のライフスタイルというようなものもあると思いま

す。こういうものが、フラッグを１つ上げるという形で北海道の進むべき道をある程度示すこと

ができたというのが、今回の見直しの大きなポイントだと思います。 

 更には、このようなことを総合的にわかりやすくメッセージという形で示すこともできたとい

うことが、今回、部会としても提示させていただきましたので、ぜひ、これを広く発信していく

ことが重要だろうと思います。以上でございます。 

 

（寳金委員長） 

 髙橋委員、ありがとうございます。続きまして武野伸二委員、お願いいたします。 

 

（武野委員） 

 北海道消費者協会の武野です。 

 計画部会の論議の中で、いろいろ意見を述べさせていただきました。ＳＤＧｓや食の安全・安

心、有機農業の取扱い、高齢者支援、アイヌの人々への配慮、そういった点について反映してい

ただいて感謝しております。 

 残念ながら、ＩＲ、統合型リゾートについては、ギャンブル依存症に関して道民世論が大きく

分かれる問題であり、記述の見送りを強く表明させていただきました。素案の作成に責任を持つ

計画部会の委員を職務半ばで辞任せざるを得なかったということは、誠に残念なことで申し訳な

く思います。本日、親委員会の委員としては、ＩＲの記述のみ賛成できないことを改めてお伝え

させていただきます。 

 なお、委員長メッセージの「未来への“かけ橋”に寄せて」は大変わかりやすく、ぜひホーム

ページなどで道民にもお示しいただけるようご配慮をお願いしたいと思います。私からは以上で

す。 

 

（寳金委員長） 

 ありがとうございます。続きまして松家治道委員、お願いいたします。 

 

（松家委員） 

 北海道医師会の松家でございます。初めての参加でよくわからない点はございますが、この北

海道総合計画の見直しにあたりましては、皆様の努力に対して、深く敬意を表したいと思ってお

ります。医療界ですので、そうした医療面に関して、お話したいと思います。 

 内容を拝見させていただきましたけれども、やはり、この計画をいかに実行するか、これが一
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番問題かなと思っております。中でも、周産期医療、これは明日の北海道、日本を支える子ども

たちを作るために非常に重要な政策だと思いますので、これを十分、充実していかなければいけ

ないと思っております。 

 また、今回のコロナ禍を見まして、やはり、北海道全体を見ますと、保健所機能の脆弱化です

ね、それから早期発見につながる検査の脆弱、こういうことがあります。ただ、これはこういっ

たパンデミックがなければ、非常に多く必要なわけではありませんので、やはり、こういう面に

関しては、非常時と平時と、分けた計画をきちんと立てなければいけないのではないかと思って

います。 

例えば、ＩＲもそうですけれども、やはり、ギャンブル依存症、ＩＲの収益のほとんどがカジ

ノだと言われております。やはり、その点についてきっちりと検証して、検討していくというこ

とが必要かと思っております。 

 全体通して、今の状況を考えますと、やはり教育が一番重要ではないかと思っております。思

いやりの心を持てる人たちをつくる、「うつす、うつさない」という言葉の意味がわかる子ども

たち、これをつくることが、一番こういうパンデミックに対して重要かと思っていますので、そ

れらを込みにした計画があったらいいなと思っています。以上です。 

 

（寳金委員長） 

 松家治道委員、ありがとうございます。続きまして森崎三記子委員、お願いします。 

 

（森崎委員） 

 計画部会の委員を拝命させていただきました。初めて参加させていただいたんですが、第１回

の総合開発委員会の時に女性は一人なんですねという発言から、計画部会に参加させていただい

たのではないかという思いもあるのですが、それはそれでチャンスをいただいたと思いまして、

先ほどの計画部会でもお話しさせていただきましたが、いわゆる一般人の視点で参加させていた

だきました。 

その中で、どうしても論理的なロジカルな縦の案になっているよう気が、今までもずっとして

いたものを、もっと柔らかい横の視点もあってもいいんじゃないかということを通して発言させ

ていただいたところです。改めて案を見させていただくと、例えばページをめくる度に、読みや

すさがすごく工夫されていたりとか、例えば一番後ろに用語解説がありますけれども、今までも

そうだったかもしれませんが、今更人に聞けない用語みたいなものがどんどん最近は新しく出て

きますので、それをネットで探すよりも早く、国語辞典代わりのようにして使えるとか、道民の

ためのものであるならば、道民が自ら普段から携帯して持って歩きたいというくらいのものであ

ったら更にいいのかな。 

そうすると、本当の意味の参加型の道民の暮らしに近づいてくるんじゃないかなと改めて感じ

たところです。具体的にかみ砕いて打ち出されているというのがすごく改めて、実現や実行に自

らしたくなるような内容のものに更に改訂されたのかなと感じました。 

あとは、知らないことをたくさん勉強させていただいたという感触がございます。勉強させて

いただきながら、思ったことを述べさせていただいたものが割と柔軟に対応していただけるんだ

なと改めて感じまして、できるならばいろいろな暮らしをしている方が、いわゆる今流行の多様

性を持って、こういった委員会等に参加が可能な時代に更になっていただければ、より道民のた

めの本当の意味の計画になっていくのかなと、更に今後の１０年を考えたときに。そのような感

想を感じているところです。以上です。 

 

（寳金委員長） 

 ありがとうございます。続きまして山下貴史委員、お願いいたします。 

 

(山下委員） 

 まず、今回の総合計画の見直しの作業を当たってきました寶金委員長はじめ、関係各位、道庁
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の事務局の関係者の皆様、本当に効率よく仕事をされたなという思いが強くありまして、深く敬

意を表したいと思っているところであります。今回提示されております、２０２１改訂版の案と

いうのは、現行の既に走っている北海道総合計画をベースに課題や多様な方向、コンパクトに取

りまとめたということかと思いますが、大変バランス良く整理されているなと思いまして、評価

をさせてもらいたい。 

 修文意見ではありませんが、一点だけコメントさせていただきます。改訂案の中で何カ所か言

及されておりますし、また、先ほど留萌の佐藤委員もこの問題について触れられておりましたけ

れども、人口減少と高齢化、特にその中でも札幌における人口集中の話でございます。１７ペー

ジに、第２章の北海道のめざす姿の中で触れられております都市部への人口集中、地方の過疎化

の進行という部分がございまして、この部分についてでありますが、現行の計画でも触れられて

おりますが、現行の計画よりも今回の改訂版については問題点をより鮮明にした上で、それを乗

り越える解決策として、道と札幌市の連携ということが強く謳われております。それだけで足り

るかどうかはともかく、新しいステージに入ったというか、一歩も二歩も踏み込んで取組姿勢を

示していただいたということで強く期待をいたしております。この先、どういうことになるか分

かりませんが、我が国全体でも東京一極集中が大きな問題だと認識されております。同様に、ち

ょっと言い過ぎかもしれませんが北海道においても札幌圏一極集中ということが、オール北海道

の発展を考えたときに大きな問題として浮上してくるのではないかと考えております。そういう

意味で、従来の考え方を大きく踏み出していただけたと、そのことについて重ねて評価を申し上

げたいと思いますし、是非それを踏まえて、北海道において、この点について適切な政策運営に

あたっていただきたいと強く期待を申し上げさせてもらいまして、発言したいと思います。よろ

しくお願いします。 

 

（寳金委員長） 

 ありがとうございます。山本委員、他に何かご追加することはございますか。 

 

（山本委員） 

部会長としてではなく、一委員として、若干発言させていただきます。１０年計画の残り４年

半というタイミングを考えると、デジタル・トランスフォーメーションといいますか、デジタル

化の進行が一番の課題です。そのタイムスケールでいうと、これは非常に長い期間といいますか、

昔、ドッグイヤー（dog year）という言葉がありましたように、それがますます加速していると

いう意味で、非常に重要なタイミングだと認識しています。このタイミングで、北海道が社会イ

ンフラのデジタル化に乗り遅れないでやっていただきたいということがひとつあります。 

あと、今回、コロナ禍での見直しということで、どうしてもコロナばかりが気になってしまい

ますが、その中で出てきた北海道の価値があると思います。一つは、首都圏からの距離です。遠

いということが今まではハンディだったのだけれども、距離がある故に、首都機能の一部を北海

道が代替するとか、そういう可能性もあるわけです。従来から非常に価値があると思われていま

したが、なかなか具体化されなかった再生可能エネルギーの問題、それから食料の安定供給も、

北海道の価値が出てきている。今まではともすると、北海道に対して何かしてくれ、我々道民が

道庁に対して何かしてくれというスタンスのお願いが多かったのですけれども、私は是非、この

機会に、我々が持っているリソースを日本全体のために還元するとか、我々が果たす役割にしっ

かりと着目して、こういった計画を見ていただきたいと思います。日本だけではなく、東南アジ

アをはじめとする世界に向けても、重要な機能があります。 

この「未来への“かけ橋”に寄せて」というメッセージを書いたのですけれども、その中で、

豊かな再生可能エネルギー資源、良質な食という言葉が出ていますけれども、私は情報系の人間

なので、是非その中に、情報機能における北海道の役割というものも考えていきたいと思ってい

ます。今回の改訂案の８１ページに、デジタル・トランスフォーメーションの推進ということが

出ております。デジタル・トランスフォーメーションという言葉自体が、この計画を最初に作っ

たときにはなかった言葉ですので、そういった言葉が入ったことは非常に重要なことだと思いま
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す。是非これを活用していただいて、若い人たちに明るい未来を見せてあげていただきたいと思

います。 

 

（寳金委員長） 

 ありがとうございます。これで、本日ご出席の全ての委員の方からご意見をいただきました。

ありがとうございます。それぞれ拝聴して、改めてすごく熱心に議論していただいたということ

と、ご自身の関係以外の分野についてもいろいろと見ていただいたと感じました。ありがとうご

ざいます。 

 せっかくですので、それぞれのご意見に対して追加などあれば、自由に意見交換をしたいと思

います。もしもご発言がございましたら、挙手の上、お名前を名乗っていただいてご発言いただ

くというふうにお願いいたします。皆様、いかがでしょうか。 

 

（小林委員） 

 道経連の小林でございます。 

 

（寳金委員長） 

 どうぞ、お願いいたします。 

 

（小林委員） 

 先ほど、ＩＲの関係、計画部会に私も参加させていただいておりましたが、いろいろ御意見等

を頂戴したところであります。 

それで、もちろん、私ども、ＩＲについては賛成でございます。理由としては、日本型のＩＲ

というのが北海道でこそ最適に実現できるのかなと。例えば、北日本の観光拠点として、いわゆ

る東京、大阪のゴールデンルート以外のインバウンドを誘客できるとか、自然に恵まれている、

食に恵まれている、こういった北海道に新たなウポポイとか縄文遺跡、今後、ボールパークです

とかＡＴＷＳの北海道開催、こういったようなプロジェクトとも連動していくということで、北

海道の観光のさらなるキラーコンテンツになっていけるということ。 

それから、もともと北海道観光についても、いろいろな課題がありました。観光客の季節偏在

とか地域の格差、そういったものがありましたので、ＩＲによって交流人口の拡大とか観光消費

額が増加する、道内の調達、食材等含めた調達力が向上する、こういったような利点があるとい

うことで、ぜひ、計画の中に盛り込んでいただきたいということで考えております。 

ただし、一方で、ご指摘のとおりカジノを中心として、ＩＲの社会的影響がクローズアップさ

れておりまして、ＩＲ導入に反対する道民の声があるということも事実でございます。従いまし

て、導入計画を進めるとともに、ＩＲの正しい道民の方々の理解促進を図っていくことが非常に

重要なのかなというふうに思っております。例えば、カジノ規制の内容ですとか、カジノ運営業

者が国や自治体に納付金とか税金を払うわけですが、これが年間２００億円とも言われておりま

すけれども、これを財源にギャンブル依存症対策をより充実させていうことの十分な説明ですと

か、そういった納付金をほかの分野へ拠出していくということ、アイディア段階でも良いので、

依存症対策だけではなくて、全道の観光とか地域産業振興、社会福祉、こういったものに充当さ

れるというような、わかりやすく具体的な丁寧な説明が必要なのかなというふうに思っておりま

す。 

 さらに、ＩＲの機能としては、観光客を道内の各地に送客をしていくということもあります。

そういったものを通じて、道内各地への経済波及効果、雇用創出が一定程度見込めるということ

の説明、あるいは、送客のためには生活路線も含めた二次交通の整備、こういったものが必要と

なってきますので、そういうことも説明していくことが重要かと思います。 

 そういうことも両論併記で丁寧に説明することによって、道民の皆様方がＩＲに対して正しい

判断ができて、ＩＲ区域以外の道民の方もＩＲが導入区域だけのものではなくて、自分の地域に

も関わってくると、決して他人事ではないというご理解をいただけるのではないかというふうに
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考えております。以上でございます。 

 

（寳金委員長） 

 ありがとうございます。ＩＲに関する追記の意見があったかと思います。この点でもよろしい

ですし、その他の点でご追加、ご発言があればお願い申し上げます。いかがでしょうか。 

 

（寳金委員長） 

では、私からも一言。まず、山本委員からの「未来への“かけ橋”に寄せて」という文章です

が、すばらしい文章で、全く修正はないのですが、この文章の名義は、この委員会の名前でよろ

しいでしょうか。文末には「北海道総合開発委員会」と付けさせていただくことを確認させてい

ただきます。 

全体の意見としては、皆様おっしゃっていたように、本当に、この案はすばらしいと思いまし

た。私はこの文章は、小学生は理解できないと思うのですが、高校生なら理解できる文脈だと思

いました。もちろん、巻末の用語解説など、ＤＸなども入っていて、そういうところも含めて、

文章、図示の方法がすばらしいと思いました。これをつくられた道の担当者の努力は並大抵のこ

とではなかったのではないかと、感服いたしました。 

思うことは、作った方はホッと一息なのですけれども、どうやってこれを今後道民のみなさん

に浸透させるかということが難しい。大学でもこういうものをよく作るのですが、どうしても分

厚くなって、精一杯削り取ってこういうものになったと思うので、これ以上スリムにはできない

と思うのですけれど、なんとかこれを、高齢の方から若い人、多様なジェンダーを含めて浸透さ

せる、そこまでは我々のミッションとして課されていないと認識していますが、そこは大事だと

思いました。 

ＩＲに関しては、私個人の意見として、ヨーロッパを中心とするＥＳＧの観点からすると、カ

ジノに対しては大変厳しいと思います。ＩＲが、カジノを含む Integrated Resortであるならば、

ひょっとすると世界の潮流の逆になるのではないかということを危惧します。ただ、本文におい

て、松家委員、小林委員からご発言があったように、総合計画の中で、検討の対象に値するのだ

という態度自体は、私はむしろ望ましいと思います。今回の総合計画の見直しでＤＸが入ってき

たように、ＩＲに対する考え方も、今後変遷するのではないか、という意味で、むしろきちんと

記載するということに関しては、私は違和感がありませんでした。私の基本的な考えは、結構厳

しいのではないか。投資側としてみると厳しいところがあるかもしれない、と感じていました。 

また、細かいことを言うと、ＫＰＩが本当に達成できるのかと思えるような難しいものもござ

います。出生率１．２７を４年半で１．４２にするという、誰が見ても無理と思えるものもある

のですれけども、書かざるを得なかったのだと思いますし、カーボンニュートラルの値も、２０

２５年の値なので、２０３０年、そして政権が言っている２０５０年のカーボンゼロとどうやっ

て結びつけるのかということも、容易ではないと思いました。細かいことを言うときりがないの

ですが、全体としてはよくできているというのが私の意見です。 

今のことも含めて、委員の方からご意見があれば伺いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

よろしいでしょうか。４回の部会で十分ご意見をいただいたと拝察いたしましたので、意見の

聴取はこれで終了させていただきます。 

それでは確認でございますが、２つございます。１つは、まさに本日出されました北海道総合

計画の改訂案の取扱いです。もう１つが、「未来への“かけ橋”に寄せて」をどうするか。 

私は今まで意見を拝聴していて、ＩＲについては様々な意見があって、武野委員からは「賛成

できない」というご意見も伺いました。また、既に部会の中でご議論いただいて、ほかの委員か

らの意見も拝聴し、私の意見も述べさせていただきました。この文脈の中においてこういう表現

であるのは妥当ではないか、というのが多くの委員のご意見だったと思いました。 

まず、本日提示されている案に関しては、概ね妥当なものであるとして決定したいと思います

が、この点、皆様よろしいでしょうか。 
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（委員了承） 

 

（寳金委員長） 

ありがとうございます。二点目、計画部会から提出のございました「未来への“かけ橋”に寄

せて」というメッセージにつきましては、すばらしいメッセージだと思いますので、明後日に知

事に答申をさせていただきますが、その際に私から知事にお渡ししたいと思います。この点も皆

様よろしいでしょうか。 

（委員了承） 

 

（寳金委員長） 

ありがとうございます。 

それでは、ただいま決定いたしましたとおり進めさせていただきたいと思います。ありがとう

ございました。 

 続きまして、議事（２）「北海道総合計画の推進状況について」でございます。本件につきま

しても、事務局から説明をお願いいたします。 

 

議題(２)「北海道総合計画の推進状況について」 

（事務局・川村計画推進課長） 

それでは、「北海道総合計画の推進状況」について、ご説明させていただきます。資料４をご

覧願います。この資料は、毎年、計画の推進状況を委員会にご報告しているものでございますが、

改訂前の総合計画の進捗を取りまとめたものとなってございます。資料表紙の裏面に目次を記載

しているので、そちらをご覧願います。総合計画における政策展開の基本方向である「生活・安

心」、「経済・産業」、「人・地域」の３つの分野ごとに、それぞれにぶら下がる７つの「政策

の柱」に基づき、推進状況を整理してございます。 

具体的には、２ページをご覧願います。各ページの構成については、上段は指標について整理

しており、左から順に、計画策定時点の「基準値」、令和２年８月１日時点の「実績値」、計画

最終年までに目指す「目標値」、令和２年度の政策評価による指標の「進捗率」、「分析（内

容）」を、一覧にし、２ページ以降、全７３指標を取りまとめてございます。またページ下段は、

「政策の柱」に対応する道の「関連施策」について、令和３年度の主な事業、予算額を記載して

ございます。詳細は後ほどご参照いただきたいと思いますが、概ね順調に進捗しているものの、

進捗率が低い指標も見られており、また、今後は新型コロナウイルス感染症による影響も懸念さ

れるところとなってございます。 

総合計画の推進状況については、以上でございます。引き続き、皆様のご指導をいただきなが

ら、総合計画の着実かつ効果的な推進に取り組んでまいりたいと思いますので、よろしくお願い

申し上げます。 

 

（寳金委員長） 

 ありがとうございます。ただ今の事務局からの説明に関しまして、ご質問あればお願いいたし

ます。 

よろしいでしょうか。ありがとうございます。それでは三番目の議事に移りたいと思います。

「（３）その他」でございますが、あらかじめ、小林委員から情報提供の申出がございましたの

で、小林委員、お願いいたします。 

 

議題(３)その他 

（小林委員） 

 ありがとうございます。本日、私ども、北海道経済連合会の資料の説明の時間を頂戴いたしま
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して誠にありがとうございます。私どもでは本年の６月、「２０５０北海道ビジョン～『課題解

決先進地域』のフロントランナーを目指して～」という内容のものを発表いたしました。 

 このビジョンは、北海道が抱える諸課題を解決するとともに、ＳＤＧｓの達成を通じてグロー

バルな課題解決にも貢献し、北海道の価値と魅力が最大限引き出されている地域社会と経済を、

官民を挙げたオール北海道で創造していくという思いを込めたものでございまして、北海道の今

後の開発にも、少なからず参考になるものと考えております。 

 詳細につきましては、私共、道経連の総括部長の柳川よりご説明を申し上げます。 

 

（北海道経済連合会・柳川政策総括部長） 

 柳川と申します。よろしくお願い申し上げます。今日はこういう機会をいただきましてありが

とうございます。 

 皆様に事前にお配りしている資料５に基づき、ご説明させていただきます。資料５の表紙でご

ざいますが、今、小林の方から申し上げましたような、私どもがこのビジョンを作るに至った背

景ですとか、あるいはそこに込めた思いを記載しておりますので、後ほどご覧いただければと思

います。 

 その後にスライド状の資料が２アップで記載されていると思いますが、画面共有しながらご説

明させていただきます。まず表紙でございますけれども、タイトル、今、小林の方から申し上げ

たとおりでございます。 

スライドの１番ですけれども、このビジョンを作るに至った経過でございます。左側の方に

Society5.0 ワーキンググループの委員名簿と書いてございます。女性の経営者、若手の経営者等

も含めまして、私共の会員を中心にメンバーになっていただきました。右側に経過が書いてござ

います。約１年かけて議論するとともに、下から３行目でございますけれども、道の関係部局、

国の皆様、あるいは有識者の皆様含めまして４０箇所１５０名の皆様に意見をいただいて作って

おります。 

 飛びましてスライドの３番でございますけれども、「課題先進地域」である北海道ということ

で、「広域分散型社会」、「積雪寒冷地」と、もともとある地域特性が人口減少・少子高齢化な

どによって、経済の縮小ですとか格差の拡大、そういった課題が負のスパイラルを起こしていく

のではないかということを考えてございます。そうした【望ましくない北海道】というのは、Ｓ

ＤＧｓの達成や地域の存続が危ぶまれるようなものになりかねないという認識でございます。 

そうならないためにということで、スライドの４番ですけれども、「望ましい北海道」、２０

３０年、それから２０５０年、それぞれ地球や国や道にとって節目であるこの２つの年をターゲ

ットに、２０５０年の望ましい姿、ありたい姿をイメージした上で、２０３０年を通過点に具体

的な取組を作っていくというふうなアプローチとさせていただいております。 

スライドの５番でございますけれども、ワーキンググループの委員の皆様の意見を踏まえまし

て、２０５０年の「望ましい北海道」というのはどのようなものかを示してございます。２０５

０年の「望ましい北海道」は、先ほど申し上げたいろいろな課題が解決されているのはもちろん

のこと、課題解決を超えて、飛躍的かつ持続的な発展を達成し、成長モデルの提示により世界に

貢献する先進地域となっている。具体的にはローマ数字のⅠからⅢで記載してございます。「Ⅰ．

多様な魅力や価値がつながり高めあう産業・地域社会」、「Ⅱ．チャレンジ人材が活躍し、新た

な価値を創造する空間」、「Ⅲ．革新的なライフラインが支える四季を通じて快適な生活環境」

となっております。２０５０年の北海道に暮らす人々はということで下の部分でございますけれ

ども、「あらゆる格差がなく、多様な人々が交流・共生し、すべての世代が、誇り・夢を持ち、

生きがい等を感じて幸せな暮らしを営んでいる」、そういう北海道が望ましいのではないのかと

してございます。 

スライドの６番、７番、８番につきましては、今お話したローマ数字のⅠからⅢ、それぞれに

ついて説明してございます。 

スライドの ８番、ローマ数字のⅢの説明で言いますと、２つ目の○にございますが、積雪寒冷

という元々北海道が持っているハンディやリスクも２０５０年にはいろいろな形で克服されてい
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るべきではないか、それから３つ目の○ですけれども、先程来出てございますように２０５０年

と言いますと、政府の脱炭素の目標の年ですが、世界に先駆けて北海道で脱炭素社会が実現して

いる、そういう姿を描いてございます。 

スライドの９番は、今申し上げたような２０５０年の北海道をイメージ図にしたものでござい

ます。 

スライドの１０番は、そこに暮らす人々の例として、広い北海道のどこに住んでいても、快適

で便利な暮らしができる、多様な人々がデジタルを介してつながっている、そういうつながりの

中から新しいイノベーションが生まれたり、観光産業・食産業・一次産業といった北海道の基幹

産業が更に発展している、あるいは宇宙のような新しい産業が生まれている、そういった姿を描

いてございます。 

ここからは第２章ということで、「２０３０年に向けた６つの目標」を設定いたしました。ス

ライドの１２番ですけれども、この下の方の青い枠にある目標の１、３、５。これが『安全・安

心、豊かで快適な暮らし』ということで、地域社会の基盤になる部分。その基盤の上に乗りまし

て緑色の枠ですが、目標の２、４、６。これが『飛躍的かつ持続的な発展』、更なる価値につな

がるものとしており、これらが相まって、先ほど申し上げた２０５０年の「望ましい北海道」の

ローマ数字のⅠからⅢにつながっていくのではないかとさせていただいております。 

 スライドの１３番以降では、それぞれの目標について、背景とポイント、それから下の方には、

オール北海道で取り組むべき具体的な取組項目を示してございます。例えば、スライドの１３番、

「目標１.「デジタルを活用した連携による地域づくり」」ということでございますが、スマート

コミュニティですとか、コンパクトシティ、あるいはＭａａＳ、オンライン診療、デジタルによ

る社会システム基盤を支える高速通信環境、そういったものによって持続可能な地域社会が実現

しているという姿を目標にしてございます。 

スライドの１４番は、「目標２.「北海道の強みを活かした『稼ぐ力』の向上」」ということで、

ここでは北海道の元々の強みでございます農林水産・食・観光産業が更に強化されたり、ポスト

コロナによる「恵まれた疎（そ）」と私どもは申しておりますけれども、そういった魅力により

様々な企業や産業を北海道に呼び込む、そういった目標でございます。 

スライド１５番「目標３.「人を育み、受け入れ、高めあう環境の拡充」」ということで、北海

道を担うような多様な産業人材が内外からやってくる、あるいはデジタル人材をはじめ、北海道

の中で育っていく、そういった目標を立ててございます。 

スライドの１６番「目標４.「北海道発未来産業の創出と道外・海外への展開」」ということで、

宇宙をはじめ、新しい産業が北海道の中で芽吹いている、という目標を立ててございます。 

スライドの１７番「目標５.「リスクに強靱な循環・分散型社会の実現」」ということで、必要

なインフラ、あるいは冬道自動走行のような冬の克服につながるような技術開発・実用化がされ

ているというものでございます。 

スライドの１８番「目標６.「脱炭素社会を実現するフロントランナー」」ということで、２０

５０年の脱炭素に向けて、２０３０年時点でも、再生可能なエネルギーやＥＶ、ＦＣＶ、カーボ

ンリサイクルなどによって大きく国に貢献しているというような目標でございます。 

スライドの１９番ですが、「この（２０５０北海道）ビジョンの実現に向けた取り組み」とい

うことで、今申し上げたようなことは当然、私ども道経連だけではできませんので、北海道様を

はじめ、産学官民連携によるオール北海道で是非取り組んでいきたいというようなことを記載し

てございます。 

スライドの２１番でございますが、「この（本）ビジョンの実現による１人あたり道内実質Ｇ

ＤＰの試算」ということで、先ほど申し上げた２０３０年に向けた６つの目標が全て達成され、

２０５０年に向けて更に進展したとすれば、２０５０年の道内実質ＧＤＰは、現在の１．１倍に

なるのではないかと試算しております。できるだけ人を呼び込んだりしていきますが、そうは言

っても全体の人口は減ってまいりますので、人口が減る中でＧＤＰが１．１倍になるということ

は、一人当たりのＧＤＰは現在の１．３倍から１．４倍になるのではないかと、それが「２０５

０年の望ましい北海道」の実現に寄与していくのではないかというふうに整理してございます。 
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スライドの２２番は、このビジョンとＳＤＧｓの関係ということで、当然、目標の１、３、５、

２、４、６、いずれも２０３０年のＳＤＧｓに貢献すると考えてございますし、特に、目標２、

４、６につきましては、『飛躍的かつ持続的な発展』ということで、ここでは私ども、「Ｂｅｙ

ｏｎｄ ＳＤＧｓ」と名付けてございますが、２０５０年のＳＤＧｓを超えた幸せにつながってい

くのではないかというふうに整理してございます。以降は参考資料ということで、スライドの２

４番から２９番まで、関係するデータ等を並べてございます。 

スライド３０番の参考資料７でございますが、今回、ビジョンを作るに当たりまして、いろい

ろな方にご意見を伺ってございますが、ＳＤＧｓの専門の方にもアドバイスをいただいてござい

ます。そこでいただいたアドバイスとしては、先ほどご紹介した取組項目をＳＤＧｓの１７のゴ

ールではなくて、その下の１６９のターゲットにしっかり紐付けて取り組んでいくことが、まさ

にＳＤＧｓに貢献することなんだとアドバイスをいただいたものですから、例えばこのスライド

の３０番の目標１の①と③の取組で言いますと、ＳＤＧｓの１１－２、３－６、１－４、３－８

等に貢献していくというようなことをスライドの３０番から３７番にかけて示してございます。 

添付してございます最後のページには、「概要版」ということでＡ３の表裏で概要を示してご

ざいますので、時間のあるときにご覧いただければと思います。 

私の方からは以上でございます。お時間をいただきまして、どうもありがとうございました。 

 

（寳金委員長） 

 ありがとうございます。素晴らしい内容だったと思いますが、何かご質問・ご意見等あればお

願いいたします。よろしいでしょうか。 

 これは、道経連のホームページに掲載されていることはもちろんだと思いますが、どのように

広報するのか、広めるかなど議論されておりますでしょうか。 

 

（北海道経済連合会・柳川政策総括部長） 

 まさにこのような場を通じて、機会をいただきましてご紹介させていただいていることもその

ひとつですし、先般、山本委員がファシリテーターとなっておりました「北海道 Sosiety5.0 推進

セミナー」でも配付させていただいて、ご紹介もさせていただきました。あるいは当会の会員に

対しても YouTube で配信等をしています。これからも、いろいろな機会を利用し、道民の皆様、

企業の皆様に発信していきたいと思ってございますし、そういう意味でも、本日、こういった機

会をいただいたことはたいへんありがたいことでございます。どうもありがとうございます。 

 

（小林委員） 

 道経連の小林でございますが、先ほど冒頭で申し上げましたとおり、このビジョンにつきまし

て、具体化していけるように、オール北海道で取り組んでいきたいと私どもは考えておりますの

で、ご理解・ご賛同いただいた上で、いろいろな面で連携をさせていただければと考えておりま

すので、是非、今後もよろしくお願い申し上げます。 

 

（寳金委員長） 

 ありがとうございます。よろしいでしょうか。あまり異論はないくらいすばらしいです。やは

り実現するには、ガバナンスの問題があるのかなと思います。大学でも同じ議論をしております

ので、いろいろなところでこの議論をしているかと思います。 

 いずれにしても、協力して、広報をしつつ、２０３０年というとあと１０年もありませんが、

そこに向けて我々にも責任があるというふうに思いました。ありがとうございます。 

 それでは、全体を通じまして、委員の皆様、ご意見等ございましたらお願いしたいと思います

が、いかがでしょうか。 

 ありがとうございます。以上で、皆様のご協力で本日予定しておりました議事は全て終了いた

しました。大変円滑な議事・会議進行にご協力いただきまして、本当にありがとうございました。

それでは、進行を事務局にお返しいたします。お願いします。 
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（上田計画局長） 

 寳金委員長をはじめ、委員の皆様、どうもありがとうございました。それでは最後になります

けれども、副知事の浦本より一言、ご挨拶申し上げたいと思います。 

 

（浦本副知事） 

北海道副知事の浦本でございます。知事に代わりまして、ひと言、御礼を申し上げたいと存じ

ます。 

本日は、寳金委員長、そして山本計画部会長をはじめ、委員の皆様には、限られた時間、そし

て、こうしたＷｅｂによります開催の中で、大変活発なご議論をいただき、そして多くの貴重な

ご意見を賜り、心より感謝を申し上げたく存じます。 

加えて、ただ今、道経連様から「２０５０北海道ビジョン」というすばらしい情報提供をいた

だきましたことにつきましても、改めて感謝を申し上げたいというふうに思います。 

総合計画の見直しにつきましては、本日が大きな節目となるものでございまして、委員の皆様

には、約７ヶ月間という短期間で熱心にご議論を積み重ねていただきましたこと、重ねて御礼を

申し上げたいと存じます。 

後日、改めて本委員会からご答申をいただくという形になろうかと考えてございますけれども、

道といたしましては、これまでに皆様から賜りましたご意見、そしてご提言を踏まえまして、ポ

ストコロナを見据えた新たな北海道の進むべき道筋となるべく、成案を取りまとめてまいりたい

と考えてございます。 

そして本日も皆様からご意見をいただきました「道民の皆様とこの計画を共有し、そして、

「めざす姿」をいかに実現していくのか」ということにつきましても、鋭意努めてまいりたいと

いうふうに考えてございます。 

結びに、寳金委員長をはじめ、委員の皆様には、引き続きのご指導、ご協力を賜りますようお

願い申し上げまして、本日の御礼のご挨拶に代えさせていただきたいと存じます。本日は長時間

に渡りまして、誠にありがとうございました。 

 

（上田計画局長） 

 これをもちまして、令和３年度第１回北海道総合開発委員会を閉会いたします。本日はどうも

ありがとうございました。 

 

（了） 


